
灘
羅
懸
　
雑
纂
　
欝
報
編
纂
響
翼
離
職
欝
欝
擁
の
欝
楽
羅
欝
欝
蹴
に
就
い
て
錯
慧
號
　
ご
一
欝
薩
九
9

書
紀
編
纂
子
二
百
年
記
念
陳
列
の
羅
本
書
艦
古

鋤
本
に
就
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
學
博
士
吉
澤
義
鰯

　
今
年
は
書
紀
編
纂
後
千
三
五
識
に
漁
る
の
で
惣
二
念
會

を
開
か
う
で
は
簸
い
か
ご
い
ふ
こ
と
は
．
夙
く
か
ら
褒
導

入
閥
に
根
談
さ
れ
て
居
盤
が
抽
陶
會
の
期
舞
に
就
い
て
は

豪
一
定
し
て
居
な
か
っ
た
隔
、
燐
が
急
に
五
月
学
薦
に
催
す

こ
ぜ
に
な
つ
陀
爲
に
．
隙
志
水
の
蒐
集
上
に
い
ろ
ノ
＼
故

障
を
擁
じ
て
魯
蝕
儀
な
く
臨
無
し
た
も
の
も
轟
摩
彊
噂
灘

ち
三
島
本
玉
擁
本
の
動
き
は
煎
重
れ
で
あ
る
職
中
に
も
玉
屋

木
は
ご
も
か
く
も
獅
巫
溝
臼
銭
勝
臓
溝
漉
の
爲
本
に
よ
つ

て
事
端
の
面
影
を
偲
ぶ
こ
と
が
護
摩
た
が
秘
…
二
島
本
に
至
っ

て
は
詐
れ
す
ら
も
黙
読
な
か
つ
尭
の
は
残
念
で
あ
っ
だ
u

然
し
室
町
時
代
の
寓
本
で
は
未
弧
く
世
闘
に
知
ら
れ
て
み

な
い
奏
の
鍛
瓢
を
紹
介
す
る
こ
と
が
鐵
凍
霞
か
ら
．
幾
分

こ
の
，
餓
黙
を
補
ふ
二
と
は
霞
摩
た
や
う
に
思
ふ
。

今
難
ま
で
諸
書
に
畷
溺
さ
れ
て
あ
る
宵
鈴
本
の
串

　
瓢
霊
鳥
本
紳
即
下
一
憲
．
鴨
郷
颯
紳
蹴
墨
筆
鴨
脚
秀

　
　
　
　
　
交
駕
簸
噛
嘉
藤
二
年
十
臨
書
寡

　
鵠
嘉
元
本
紳
代
上
下
二
懇
．
静
思
叢
書
掛
声
原
本

　
罵
永
和
本
、
瀞
代
王
一
懇
．
塙
保
己
一
鷺
薮
．
永
和
五

　
　
　
　
　
鷲
鼻
鷲
鷲
二
欝
外
宮
輔
賞
度
曾
紳
虫
章
爾

　
　
　
　
　
書
爲

灘
慮
永
本
懇
懇
三
至
嘱
静
九
塾
内
懇
十
七
懸
十
九
癒
骨

　
　
　
　
　
闘
．
薦
灘
三
位
守
諸
進
駐
醸
秘
憲
膏
慮
永

　
　
　
　
　
三
十
年
沙
彌
滋
群
及
小
藩
葱
”
清
悪
金
鰯
佛

　
　
　
　
　
芋
藩
論
難
渋



　
…
晶
吉
製
本

右
三
椰
密
蔵
底

な
か
っ
た
も
の

の
議
事
縣
。
）

そ
、
も
．
の
慰
め
で

　
以
上
は
鎌
禽

第
購
謹

瓢
魑
零
本

　　　　難ぞ　右・
　　　蕊脚力liの麟は

糠麟．簾

　以あをで糟噴霧内疑三紳も七1隆楓幅寄
備後つ以あ爆田爲鰻繭年代篤£．正野睡の本
㌶江たてるの苧’ ｶ潜夏．上本麓1感文原並

懲
話
談
藏
海
砂
零
本
鴇
元
灘
二

は
轡
れ
も
所
在
不
瞬
．
で

輩
繋
誠
．
錫
溝
鼠
六
年
羅
猫
火

訪
大
宮
司
本
甲
芙
談
脳
織
魯
寛
永

（
梵
舜
）
書
寓
．
明
治
十
奪
罹
災

失
し
た
も
の

二
懇
．
水
戸
彰
考
館
藏
．
嘉
暦

宗
沙
門
二
野
腰
間
於
鷺
編
由
建

既
・
永
庇
ナ
、
…
年
三
條
茜
實
陸

展
醗
に
漏
、
れ
た
も
の
、
主
な
る
も
の
に
う
い
て
遍
べ
た
の

で
あ
る
塾
も
一
－
ひ
ほ
鎌
禽
獄
．
鵡
の
葛
本
の
灘
存
し
て
あ
る
も
の

は
、
為
小
の
管
…
見
の
蕊
ぶ
所

　
閣
議
中
本
癒
騨
紀
一
馨
．
購
中
勘
兵
衛
氏
蕨
～

　
鑑
欝
織
本
推
古
聯
装
廉
潔
二
癒
誌
器
瞬
か
ん
議
　
州
籏
．
．

　
灘
、
繭
擁
本
仁
徳
紀
雄
賂
紀
繊
潜
窟
敏
蓬
汗
血
憲
．
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬
北
野
本
北
野
赫
魔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
瀦
醤
欝
簿
納
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
五
糠
に
邉
ざ
な
い
漸
別
に
延
喜
本
こ
し
て
・
畜
く
か
む

　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
．
藩
…
書
に
贋
翔
さ
れ
て
あ
．
る
紳
代
翼
下
懇
一
帖
が
め
る
，
”
地

絡
．
天
文
九
年
ト
部
楚
方
書
欝
耐
の
書
は
醍
．
醐
理
性
院
の
筏
煙
霧
で
あ
っ
た
の
が
、
い
つ
し
か

な
も
と
し
て
．
備
無
手
綾
を
鴬
　
書
難
佐
々
本
竹
苞
楼
の
手
に
渡
り
．
今
で
は
憩
憩
灘
の
酬

。
そ
の
中
吉
謡
本
は
中
距
藩
重
　
蕪
と
な
っ
て
義
心
に
編
入
さ
れ
て
あ
る
奥
に

ふ
こ
と
が
出
家
起
の
は
．
せ
め
　
　
　
獲
羅
鰻
年
勅
擁
叢
9
從
五
位
上
守
右
少
弁
藤
原
朝
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
貰
　
　
　
　
　
　
　
．
．

諮
即
．
淵
ト
し
ザ
鷺
ゆ
○
三
儀
躍
本
戯
丁
働
　
龍
蝿
承
暦
　
　
　
　
　
　
　
鷹
ふ
八
爵
蛋
鷲
あ
ハ
熱
瓢
上
鯨
茄
行
孤
軍
…
慨
円
ふ
⊥
一
壷
μ
鰹
捧
翻
柵
蔭
亘
臓
録

．
旧
説
醐
纂
町
彫
鷲
離
郷
魚
欝
欝
撚
請
灘
准
警
秘
露
紙
本
に
就
婁
、
．
第
黒
癩

ハ
粥
九
嘱
）

慕；．邦t’〉補が整．爵

　初
庫書廊下幾玄二歳ン餐河
鷹鷹謬黙黙書契綴轟毅



第
鰯
巷

暑
説
謝
纂
十
二
百
蜷
認
雰
曾
藤
列
の
・
縫
離
籍
日
鑓
憲
黒
本
に
就
e
て
　
第
三
號
　
　
一
…
鵡
八
（
観
九
二
）

　
　
　
　
　
奉
電
位
線
窟
符
文
等
轟
墨
型
羅
之

と
あ
、
る
、
“
是
が
延
喜
本
の
名
の
起
つ
．
た
燐
以
で
あ
る
が
魎

欝
本
紀
の
国
籍
阻
ご
は
考
へ
・
ら
れ
ハ
蟻
い
も
論
響
代
紀
　
の
古
劔
η
本

に
鋤
に
綴
脊
し
て
あ
っ
だ
古
文
書
か
奄
縛
寓
り
問
に
何
時

し
か
紳
代
紀
の
識
語
の
如
く
紛
れ
た
る
も
の
で
は
あ
る
ま

い
か
、
そ
は
巡
れ
に
し
て
も
本
書
は
尋
姜
朝
の
鋤
本
で
は

な
い
○
　
　
　
　
　
，

叉
万
代
縫
華
由
蔭
に
俘
信
友
が
密
筆
で
次
の
如
き
題
註
を

加
へ
て
る
る
ハ
）

　
一
橋
本
号
亮
ノ
宮
ラ
轡
オ
ケ
川
ン
ミ
墨
黒
ノ
中
二
二
九
暑

　
槻
元
三
郎
物
語
晶
．
ム
カ
シ
浪
華
・
τ
7
所
見
ノ
冒
本
、
紀

　
ノ
裏
書
ユ
㌔
異
本
裏
書
云
．
目
本
紀
三
十
懇
崇
溢
｝
謎
敏

　
皇
帝
班
融
融
、
暴
虐
文
癒
講
詔
．
数
塘
補
之
聯
合
叡
旨

　
永
敏
秘
府
．
嵯
呼
欲
取
一
時
早
耳
．
趣
紫
千
古
之
實
”

　
可
不
痛
裁
、
愚
存
鮮
碧
書
、
蕨
之
函
概
．
潜
是
讃
乎
寒

　
世
羅
奥
．
承
和
甲
寅
左
衛
門
佐
藤
，
塊
長
良
描
記
　
ト
ァ

　
ジ
、
信
友
鞍
、
二
魯
メ
・
裏
書
〆
文
壕
世
書
紀
ヲ
嘗
ム
ユ
深

　
ク
心
ヲ
ッ
ク
ベ
キ
証
也
．
裏
書
ノ
爲
ノ
ミ
ア
ジ
ク
胞
、
原

　
澄
嫡
ノ
ッ
タ
ハ
ラ
ザ
ル
ハ
、
イ
ト
奄
ぐ
ア
タ
ラ
シ
キ
窪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
　
ぬ

　
也
．
ナ
ホ
劉
∵
…
細
事
叉
書
紀
ノ
書
ノ
字
ノ
窪
考
説
ア
ジ

　
畠
田
臥
き
庶
了
｛
鼠
∵
｛
脳
仕
シ
ト
キ
、
牌
制
鄭
脇
¢
ハ
ヲ
瀞
爆
押
轟
庵
一
兀
「
二
蝋
岬

　
後
臨
幾
齋
ト
プ
．
儒
者
轟
ナ
ワ
テ
京
二
焦
ソ
．
此
裏
書

　
ノ
文
ノ
つ
ヲ
、
ク
”
シ
ク
問
タ
川
∴
君
年
ノ
比
晃
タ
ジ

　
シ
が
塾
繋
ク
モ
心
ト
・
メ
ズ
・
7
篭
登
本
ヲ
バ
畳
エ
ヌ
窪

　
多
シ
．
4
カ
ユ
モ
裏
書
ハ
此
籍
・
”
違
ナ
カ
リ
キ
塾
タ
．

　
露
筆
二
灘
縛
タ
オ
コ
セ
μ
ル
箱
／
鋼
工
一
重
存
ジ

是
に
・
伽
る
と
承
和
外
画
が
あ
っ
た
や
う
に
見
え
て
魯
信
友

は
疑
つ
で
は
居
な
か
っ
た
や
う
だ
が
．
右
異
本
裏
書
の
長

良
の
語
導
る
も
の
は
固
よ
与
拙
劣
至
極
な
贋
ハ
作
で
秘
　
一
顧

の
値
も
な
い
も
の
で
あ
る
．
塾
友
が
尋
ね
て
み
た
蚕
本
ば

初
か
ら
無
か
だ
も
の
で
は
無
か
ら
う
か
“

　
田
中
本
書
寓
の
時
代
に
就
い
て
は
塾
観
る
人
に
よ
つ
て

晃
解
を
異
に
し
て
み
て
画
題
く
見
る
入
は
奈
良
郭
の
も
の

と
し
．
新
．
し
く
見
る
入
は
貞
婦
頃
ま
で
も
下
さ
う
こ
す
る



’

難
鎌
鑛
欝
辮
鍵
慧
智
軽

細
密
難
無
難
糊
．
一

問
警
欝
遷
ヂ
遜
三
熱
趣
旨
鼻
蜘
．
．

菟
．
守
ゆ
．
噛
∵
．
．
　
h
∴
　
－
・
■
’

プ
ロ
げ
　
　
コ

磐
無
聴
想
∴

．
ん
」
．
、
．
－
．
卜
∵
．
ゴ
’
9
　
　
　
　
9
∵

．
、
．
　
ギ
、
　
・
＼
．
　
壁

厚
露
悪
∵

　
　
、
　
．
転
し
㍗
　
　
コ
’
「
∵

．第
g・

（絶M皇）　　言1玉　書　　本　　口　　本　　山奄　　岩

四
囲
聾
欝
訴
畿
華
転
遷
籠
念
姦
列
の
湶
磐
墾
肖
鉾
筆
勢
ぞ

何
れ
暫
し
て
へ
現
存
書
紀
古
働
本
中
の
最
古
の
品
で
あ
る

奮
何
庭
に
あ
っ
た
も
の
か
知
り
陀
い
も
の
♂
．
」
あ
る
が
、
田

中
氏
は
秘
し
て
告
げ
ら
れ
な
い
。

　
岩
崎
本
は
二
窓
と
も
露
華
で
、
延
喜
前
後
か
ら
長
保
前

後
ま
で
の
問
の
筆
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
て
る
る
，
廣
橋

伯
欝
家
の
落
藏
で
あ
っ
だ
が
、
本
鮪
は
一
條
家
の
秘
本
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
・
一
條
棘
閤
兼
良
の
識
語
に
よ
っ
て
明
か

で
あ
る
、
即
兼
良
が
臼
筆
で
推
古
紀
の
奥
に
は
「
以
卜
部

家
本
稜
之
」
ご
識
し
．
皇
極
紀
の
奥
に
は
「
文
明
六
五
晦
．

重
以
ト
氏
本
稜
之
畢
」
ご
認
め
て
み
る
。
定
め
て
ロ
本
書

紀
纂
疏
の
著
蓮
に
慶
考
さ
葭
だ
も
の
で
あ
ら
う
。

　
此
の
妙
本
は
天
文
九
年
に
は
な
ほ
全
部
完
備
し
て
あ
っ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
吉
田
本
等
の
識
語
に
よ
っ
て
窺

は
れ
る
。
卜
部
楚
右
が
そ
の
書
為
本
の
奥
に
、

　
三
家
之
本
、
大
永
翫
暦
学
三
十
有
八
日
、
先
君
御
没
落

　
四
刻
、
倉
紛
尖
詑
、
、
然
三
條
内
府
三
口
公
以
累
代
之
秘

　
本
，
合
書
損
之
、
勿
享
藤
第
二
以
降
本
逐
書
功
了
、
文

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
・
　
輔
三
江
（
四
壁
三
）



　
　
　
τ
第
｝
鰻
巷
　
　
難
㎝
　
篁
購

　
字
朱
墨
爾
点
燃
口
謬
識
非
一
事
勤
属
隷
烏
焉
嬉
野
歎
篭

　
愛
二
條
家
門
有
此
書
紀
．
今
一
覧
之
庭
．
後
成
恩
寺
大
閤

　
彿
奥
書
彌
焉
也
．
至
鎧
窓
紳
光
影
野
牒
以
眞
華
倉
加
護
…

　
朋
賜
．
紋
以
爾
本
見
曾
、
絡
一
部
之
書
芸
、
親
狢
非
難

　
不
審
。
秘
繊
目
本
紀
三
鷹
罫
押
隈
抄
等
、
正
改
之
了
海

　
尤
可
謂
第
一
之
讃
本
丁
　
．

　
　
　
天
文
九
暦
十
一
月
吉
曜
日
　
侍
從
卜
部
朝
臣
花
押

と
識
し
て
居
る
、
右
文
中
の
三
営
内
櫟
本
は
即
前
御
漏
謄

本
で
…
條
家
本
は
即
ち
岩
崎
本
で
あ
る
こ
と
は
．
各
論
語

が
一
致
し
て
居
る
の
で
朋
臼
で
あ
る
匙
而
し
て
右
熟
右
筆

の
天
文
九
年
鋤
木
は
門
外
不
出
の
秘
本
と
し
て
今
も
吉
餌

子
爵
家
の
庫
申
に
珍
薮
さ
艀
て
居
る
の
で
、
前
に
吉
二
本

、
こ
し
わ
、
暴
げ
た
の
が
此
の
書
で
あ
る
．
彼
の
朋
治
十
年
に

焼
失
し
て
薩
黒
本
は
龍
玄
が
此
の
鍵
右
書
を
重
し
た
も
の

で
．
こ
れ
ま
た
共
の
茎
蜂
で
朋
か
で
あ
る
。

　
か
く
て
碧
崎
本
の
友
恐
は
李
安
朝
の
盛
時
に
寓
さ
れ
て

か
ら
も
幾
多
の
羅
拝
に
も
災
を
免
れ
て
．
国
交
九
年
ま
で

害
紐
…
纈
繁
宏
　
百
年
誕
幕
軍
欝
欝
の
経
本
御
覧
西
砂
本
に
就
い
て
　
第
三
號
　
　
一
鯵
○
　
（
饅
九
澱
）

完
調
に
徳
は
つ
て
ゐ
セ
の
に
．
何
時
動
何
に
て
散
逸
し
だ

も
の
で
あ
ら
う
か
、
議
語
の
み
残
っ
て
居
る
の
を
見
る
に

つ
け
て
も
勘
故
人
に
出
汁
つ
だ
や
う
な
氣
が
し
て
涙
が
こ

書
τ
る
，
∪
　
　
　
　
　
　
．

ξ
覧
オ

　
前
田
本
は
借
揚
の
見
込
み
無
き
も
の
と
し
て
も
初
か
ら
’

陵
刻
を
臨
．
念
し
だ
も
の
メ
一
つ
で
あ
る
○
仁
徳
紀
と
縫
膿

紀
と
は
賂
太
政
大
臣
能
信
．
雄
馬
紀
．
は
右
大
距
顧
蟻
、
敏
蓮

紀
は
大
二
條
闘
窃
敷
池
の
華
と
極
め
て
あ
る
。
筆
者
が
果

し
て
極
札
の
通
り
で
あ
る
か
無
い
か
は
詳
か
で
無
い
が
．

書
爲
の
時
代
は
大
凡
そ
の
頃
と
認
め
ら
れ
て
み
る
）
當
舞

は
京
都
帝
國
大
野
譲
摸
為
本
鰻
憲
及
び
仁
徳
紀
鞍
馬
版
　

憲
ご
を
以
て
代
晶
と
し
て
陳
齢
し
た
。
　
　
　
　
　
　
・

　
北
野
本
は
三
十
里
中
第
二
纂
十
四
及
び
錦
一
懇
末
尾
が

閥
け
て
る
る
外
は
全
都
完
備
し
て
み
な
．
幽
し
弾
機
は
一

様
’
、
・
ゑ
．
、
く
、
書
寓
の
時
代
は
大
凡
五
期
に
分
け
ら
れ
る
や

う
で
あ
る
G
鄭

　
第
卓
出
、
甘
一
二
．
膏
四
↑
、
惨
絶
、
鷲
∴
ハ
葛
膏
レ
～

ノ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
点
描
L
滋
山
ハ
礎
心
バ
ル
好
守
鵬
以
加
籾
湘
鮒
断
凱

　
拷
廿
八
、
昔
九
、
燈
　
　
　
　
以
上
三
憲
凡
源
鎖
壌

　
第
一
、
四
、
宥
…
隔
レ
匁
。
十
、
十
ニ
セ
，
十
一
二
、
十
㎎
一
簿
十
甲
血
㌃
十
ム
下
田

　
p
t
レ
リ
治
レ
∴
㌧
、
し
一
～
u
、
ぼ
も
廷
一

　
．
　
　
’
　
　
騨
　
　
ノ
　
　
一
　
弓
ノ
　
　
・
　
　
　
“
　
　
噛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
．
上
し
T
あ
ハ
憲
博
ル
轟
附
北
…
繍
翠
嗣
礁
帆

　
第
三
や
六
、
十
一
　
　
　
以
上
古
墨
怠
慢
兼
永
自
筆

　
鶯
励
十
上
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
撒
妙
婚
茄
鳶
小
私
盟
の
い
棚
ロ
比
点
小

二
恩
蔚
同
筆
本
に
は
奥
に

　
右
肩
欠
之
言
書
加
之
畢
　
　
正
三
位
行
瀞
砥
大
爾
卜
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
臣
富
永

と
・
の
臥
ソ
㌃
　
致
ハ
の
・
他
の
鋸
十
一
ハ
鰐
以
外
の
晶
譜
乗
じ
P
は

　
加
一
見
撃
　
　
　
　
　
　
　
正
三
属
吏
軸
砥
大
融
卜
蔀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愚
臣
兼
永

と
め
る
．
な
ほ
懇
充
に
ば
真
和
五
年
．
憲
＋
九
、
二
三
．

昔
四
．
管
七
等
に
は
延
文
元
年
大
常
卿
資
□
撫
黙
の
識
語

が
、
演
さ
れ
な
が
ら
も
纏
…
か
に
判
護
さ
れ
る
、
資
二
王
は

誰
と
も
判
然
せ
ぬ
が
、
或
は
資
繊
王
で
は
あ
る
ま
い
か
噺

と
も
か
く
も
弗
の
書
礁
兼
永
の
手
に
簸
す
る
前
に
、
嬢
轟

家
に
簿
は
つ
て
居
た
も
の
と
患
は
れ
る
，
そ
の
後
ま
海
移

っ
て
或
る
讐
師
の
有
に
還
し
た
が
．
元
藤
＋
五
年
そ
の
懸

師
、
、
竃
北
野
紳
瀧
に
奉
納
し
た
の
で
あ
る
∵
拶
詑
野
紳

概
藏
年
預
日
記
尤
巖
十
天
年
十
二
月
十
七
ほ
の
條
な
る
欝

能
暦
の
話
に
見
え
て
居
る
さ
う
で
駆
同
噴
井
司
康
購
新
二

郎
民
の
好
意
に
．
・
ひ
っ
て
知
っ
た
の
で
あ
る
、
，
．

黛
永
は
公
卿
蒲
任
に
よ
る
と
．
兼
供
の
子
で
、
永
正
＋

ふハ

N
正
【
二
位
に
申
せ
ド
つ
れ
塾
　
み
八
・
水
一
二
年
コ
一
、
月
に
融
螺
朧
大
輔

に
昇
り
勺
天
文
五
年
三
月
丹
波
欝
…
守
に
杯
…
ぜ
ら
れ
、
同
七

月
骨
無
口
唱
山
門
目
蓮
党
褒
向
之
時
横
死
し
た
と
あ
る
、

時
に
年
七
十
で
あ
っ
た
㌔

　
圖
書
謡
本
は
錆
二
菅
闘
第
十
曽
闘
簾
十
二
、
十
四
．
ナ
五
．

十
六
賞
闘
十
七
菅
闘
骨
一
．
．
廿
二
、
甘
三
乱
闘
廿
鰻
曽
岡
の
十
一

霧
十
・
自
薦
で
あ
る
．
醐
ハ
の
巾
策
二
鑓
十
は
補
足
本
で
．
第

二
ご
篤
十
と
も
亦
蛾
渚
が
違
っ
て
み
る
塾
纂
賢
三
憲
の
奥

に

第
四
巻
　
　
縫
纂
　

慨
ロ
絶
璃
繁
予
二
百
年
誕
念
會
練
凋
の
“
水
書
絶
古
診
水
に
就
い
て
　
第
三
號
　
　
麟
四
一
　
（
四
九
滋
V



　
　
　
第
四
巻
　
　
雑
纂

　
永
治
二
年
三
月
廿
側
副
以
弾
正
弼
大
江
朝
臣
（
以
下
閾
）

予
め
る
、
即
近
衛
天
皇
の
康
治
元
年
で
あ
る
、
右
の
大
江

朝
臣
は
弾
正
少
弼
で
あ
っ
た
大
江
艶
陽
で
あ
ら
う
か
ひ
後

文
闘
け
て
分
ら
澱
が
、
弓
大
江
氏
の
本
を
以
て
或
人
が
永
治

二
年
三
月
越
七
日
に
零
し
た
も
の
で
は
無
か
ら
う
か
、
書

艦
大
凡
そ
の
頃
の
あ
の
で
あ
っ
た
や
う
に
記
憶
し
て
み
る

叉
憲
二
奥
に

　
　
　
　
朱
鮎
一
交
款
同
七
月
四
甘
（
以
上
朱
）

　
興
國
七
年
＋
一
月
十
三
口
授
町
議
右
大
弁
条
右
近
衛
権

　
申
將
朝
臣
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
品
儀
．
同
三
司
（
以
下
闘
）

と
あ
る
σ
一
品
儀
同
党
司
は
北
畠
親
房
で
あ
ら
う
か
ら
、

傳
統
上
か
ら
も
興
言
の
深
い
書
で
あ
る
が
，
從
水
一
向
校

合
等
に
用
ひ
ら
れ
だ
事
も
な
く
し
て
、
三
目
に
及
ん
だ
の

で
、
是
も
陳
刻
の
蓮
び
に
至
ら
な
か
っ
た
。

　
記
念
曾
に
陳
溺
さ
れ
だ
も
の
曳
中
で
、
最
後
に
一
・
言
し

髭
’
い
と
お
も
ふ
の
は
熟
田
本
で
あ
る
，
本
書
は
書
淫
の
時

磐
紀
糾
纂
千
二
百
年
記
念
會
陳
列
の
日
本
轡
紀
冑
砂
冶
に
就
ゼ
て
　
　
舞
三
韓
　
　
　
一
四
ニ
　
バ
四
九
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
の

灘
麟
蛉
穀
蝉
歎
鷺
忌

豪
璽
侭
ザ
慮
蓋
置
燃
正
解
、

－
野
灘
瓠
驚
慮
嚢
∵

の
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ビ
　
ビ
も
　
に
　
　
　
ル

門
　
冒
．
　
　
．
　
　
　
層
　
　
　
㌧
　
’
　
P
㌦
へ
‘
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・
代
は
遙
に
降
る
が
、
古
ぐ
か
ら
知
ら
れ
て
居
て
．
校
含
に

も
厘
用
ひ
ら
れ
．
有
名
な
書
で
あ
る
に
も
か
㌦
は
ら
す
．
．

從
來
睡
り
委
し
く
説
明
し
陀
も
の
が
無
い
や
う
で
あ
る
？

熟
田
本
は
紳
代
か
ら
仁
賢
天
皇
ま
で
十
五
憲
あ
b
o
そ
の

中
華
十
一
霧
が
鋤
け
て
居
る
が
も
紳
代
上
二
霧
に
勢
れ
て

る
る
か
ら
怒
数
は
十
五
で
あ
っ
て
，
憩
蹴
上
二
懇
が
同
筆

で
あ
る
外
は
．
毎
転
筆
表
を
異
に
し
て
み
る
∂
本
書
は
初

か
ら
筑
十
五
二
（
で
嵐
あ
っ
た
廓
は
寄
進
状
に
聡
か
で
め
る

同
朕
に

　
奉
納
熱
田
太
憩
宮
内
院
ロ
本
紀
用
懇
－
汁
獄
嬬
輝
…
雛

　
　
依
椹
富
司
祭
主
尾
張
仲
宗
断
熱

　
　
四
條
金
蓮
寺
四
代
上
議
簡
潔
加
之

　
　
團
編
寺
三
代
嚴
阿
所
申
渉
汰
也

　
　
永
和
三
年
σ
窮
月
四
ロ

と
あ
る
、
な
ほ
無
論
第
五
篤
六
第
八
第
九
第
＋
第
＋
二
第

十
三
繁
十
四
第
十
五
の
十
三
に
金
蓮
寺
警
世
の
寄
進
の
識

語
が
見
え
て
み
る
い
そ
几
で
観
る
ご
寄
進
の
9
附
は
永
和

第
陽
湖

元
年
冠
月
十
9
か
ら
永
和
三
年
七
邦
“
ま
で
、
槻
．
々
で
あ
る

ま
だ
懇
々
に
は
奥
に

　
慮
蜜
五
年
十
月
廿
一
欝
爲
備
子
孫
嘉
言
本
匠
書
篇
累
察

　
之
秘
事
亭
主

　
　
　
從
簸
位
上
行
中
務
樫
大
補
卜
脇
宿
禰
慮
興

　
　
岡
あ
ハ
髭
↓
止
獄
月
．
於
…
爾
中
燈
…
勢
稜
A
員
ケ
～

　
　
　
　
　
　
　
　
左
京
擢
太
夫
ト
繋
熈
、

ご
あ
っ
て
，
其
の
書
膿
は
本
交
と
岡
…
で
そ
の
後
に
廻
蘂

即
金
蓮
土
寸
餌
世
縣
筆
で
寄
｛
進
の
識
語
が
擁
へ
て
あ
る
、
準

等
か
ら
下
る
と
、
永
和
元
年
か
ら
同
三
年
に
亘
っ
て
，
ト

部
家
秘
本
を
寓
さ
せ
．
出
摩
る
に
從
っ
て
熱
田
紳
宮
に
喉
．

納
し
．
そ
の
完
威
ご
共
に
霧
甦
猴
を
納
め
元
も
の
玉
や
・
・

で
あ
る
Q

　
箆
耶
一
日
〃
…
…
第
酬
二
窮
㎜
M
第
五
第
ふ
肝
管
十
こ
第
十
三
餓
軍
十
四

篇
十
五
の
入
憲
は
紐
表
紙
、
第
九
纂
十
の
爾
憲
は
白
紙
に

金
銀
涯
の
霞
を
影
b
た
る
表
紙
が
用
ひ
て
あ
っ
て
も
以
上

十
懇
共
に
雅
歌
懐
紙
の
裏
が
用
み
て
あ
る
、
が
第
一
上
下

書
紀
縞
前
置
二
百
年
記
念
會
陣
狗
の
論
壇
諮
紀
古
軽
罰
に
就
ゾ
、
　
第
三
號
＼
　
一
四
三
　
（
羅
九
七
》



第
鱒
鐙

纂
　
　
轡
絶
題
暴
千
二
厩
年
総
画
費
糠
遡
鋤
縫
本
書
羅
露
鈴
本
9
醜
い
《
　
第
灘
麟
・
・
　
一
附
則
　
ハ
鰯
九
八
）

三
二
窮
七
第
八
の
五
憲
は
自
粛
に
書
い
お
も
の
で
勤
表
紙
　
ら
う
か
と
思
は
れ
る
○

　
も
濾
紙
で
あ
る
藁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
の
他
陳
趨
畠
中
に
は
．
本
文
に
は
毛
繕
氏
駈
藏
の
贋

　
冶
懐
紙
は
客
甦
潜
な
る
金
蓮
寺
立
衆
漂
附
の
に
一
枚
一
　
慮
本
，
永
蕉
本
、
桃
木
．
氏
所
蕨
の
嘉
驚
本
、
交
蒲
本
奄
北

曽
懐
紙
が
あ
る
外
は
．
皆
三
首
懐
紙
で
あ
る
．
作
者
は
右
澤
　
野
紳
瀧
の
一
峯
本
．
三
音
院
の
古
鋤
本
等
、
．
謎
解
書
に
は

阿
及
び
寄
灘
の
仲
介
表
謝
る
圓
羅
寺
の
嗣
巌
騨
を
初
こ
し
て
」
郷
摂
氏
翫
藏
磨
永
燈
五
年
薬
毒
の
縫
本
紀
泓
記
。
爾
足
。
随

新
後
憶
欝
想
氾
穣
蹴
の
撰
鰍
石
藤
原
爲
重
塾
繰
…
吟
ノ
外
記
栓
一
周
屍
薦
沙
彌
欄
　
帰
耕
漏
雄
大
・
求
ふ
貸
．
七
鉱
毒
欝
寅
蝿
の
総
本
心
塒
紀
纂
疏
’
単
組
．
原
文
癖
鱒

元
可
沙
彌
宗
悪
．
，
孟
月
、
沙
彌
翼
畳
以
下
総
べ
て
骨
隠
名
悪
馬
卜
蒲
諭
右
講
義
聞
書
．
多
、
の
他
灘
爵
、
勘
兵
衛
氏
所
臓

で
あ
る
、
中
に
も
藤
鴬
重
の
擁
紙
に
ぱ
從
三
位
の
が
三
雲
　
簿
器
橋
麟
賢
藤
波
種
恵
爾
筆
の
蝦
名
賛
本
紀
．
及
び
前
縫

正
三
僚
の
が
一
枚
あ
る
．
從
三
位
の
憶
永
和
二
年
五
月
及
　
異
欝
家
蕨
騨
臼
本
紀
の
模
纂
本
、
ま
た
新
纂
で
は
あ
る
が

び
六
月
附
で
寄
甦
し
た
怒
の
中
に
あ
っ
て
。
正
三
位
の
は
　
田
中
氏
藏
鉱
面
影
鈴
本
。
鷹
京
舞
國
轡
學
幽
語
再
発
窯
藏

永
和
三
年
七
月
に
寄
進
し
だ
憲
に
あ
る
塾
擁
し
べ
、
公
卿
補
、
蝦
弁
口
本
紀
塾
代
憲
顯
昭
註
の
影
鋤
本
等
を
初
と
し
て
．

・
任
で
見
る
と
、
爲
重
は
永
和
二
年
正
月
に
正
三
位
と
な
つ
　
名
家
稿
本
に
も
注
乱
す
べ
き
も
の
が
少
な
く
無
い
が
為
漁
ハ

て
る
る
、
是
等
の
轟
々
は
粥
時
か
ら
軸
讐
帰
・
飴
め
元
も
の
か
　
等
は
総
べ
て
撫
擁
鈴
鹿
爾
文
學
士
一
驚
に
黙
下
調
製
し
つ

分
ら
ぬ
が
、
何
れ
も
最
近
の
懐
紙
を
用
ひ
π
も
曳
の
や
う
　
製
あ
る
展
魏
愈
総
濠
録
に
譲
っ
て
．
姦
に
は
省
賂
す
る
○

で
愉
歌
の
・
中
に
は
末
の
滑
れ
た
の
も
数
蓄
あ
る
が
，
大
方
、
　
以
上
は
．
極
め
て
麹
卒
に
繋
を
執
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

は
完
全
に
綴
ぎ
合
は
さ
麟
て
あ
る
な
ど
か
ら
概
て
も
寄
…
選
・
謎
朧
が
あ
る
か
も
知
れ
識
．
そ
幽
も
冶
．
憶
説
の
上
で
補
証

藩
が
意
め
つ
て
是
等
の
紙
背
を
用
ひ
し
め
だ
の
で
は
な
か
　
し
ょ
う
と
患
ふ
o


